
【研究論文】

日本における近年の母子関係研究の動向と概観

妊娠 ・出産 ・育児 とい うライ フイベ ン トに着 目 して

西 山 直 子

1.は じめ に

本稿 で は、創刊 か ら数 えて20年 を迎 え よ うと して

い る 『発 達 心理学研 究』(日 本 発達 心理学 会[編1、 第1

巻 第1号 ～第18巻 第3号)お よび 『日本発 達 心理学 会

第19回 大会発 表論 文集』の なかか ら、母 子関係 に 関す

る研 究 を取 り上 げ、文献 レ ビュー を行 う。

発 達 心理 学 は 、人 が生 まれ て か ら生涯 を通 じての 、

心 の働 きや 行動 の発 達過程 につ いて研 究す る学 問で あ

る。 以前 は 、乳 幼児 心理学/児 童 心理 学/青 年 心理学

/老 年 心理 学 とい うよ うに人の一 生 を年齢段 階 に よ り

区切 って心 理的 発 達の研 究 が行 われ てい た。 しか し、

「それ ぞれ の時 期の発 達 も生涯 の発 達 の流れ の なかに

位置づ け て見 るべ きだ」 とい う考 えが広 く認 め られ る

よ うにな り、異 な る年齢 層 を扱 ってい た研 究 者間 の相

互交流 と知 見の 共有が進 め られ るよ うにな った。また、

人の生涯 全般 を扱 うこの研 究領 域 は、心 理学 のみ な ら

ず 教育 学や社 会学 、文化 人類学 な ど関連分 野の研 究者 、

あ るい は保育 ・教 育 ・医療 ・福祉 な ど人 の発達や 養 育

にかか わ る現場 の実践家 との 交流や協 力 も不 可欠 で 、

社会 的 に も広 く関 心 を集 めて いる。初 代理 事長 の東洋

氏 が創刊 の辞 で述 べて いる よ うに、発 達 心理 学 は 「生

涯性 」 「科 学性 」 「学 際性」 を備 えた勢 い のあ る学 問 と

して発展 して きた とい えよ う。

その よ うな気 運 のなか で、 日本発 達 心理学 会 は、幅

広い研 究 と実践 とをい っそ う推進 す る ことを 目指 して

設立 され た。1987年 の 夏、国際行動 発達 学会(ISSBD)

の大 会が東 京で 開催 され 、世界 中か ら1000人 を超 え る

参加者 が集 ま った こ とにそ の きっかけ は ある。 当時、

ボ ランテ ィア と して働 いた若 い研 究者 た ちが 、 日本 に

おい て発達研 究 の交流 と活発 な議論 が行 える学会 が欲

しい と切 望 し、3年 あま り熱 心 に準備 してつ いに1989

年12月 に発 足 した もので ある。

以 来約20年 の時 を経 た。500人 余 りで始 まった学 会

も現在 は会 員数4000人 を超 え る規 模に成 長 して きて

い る。 規模 は拡 大 して も、設 立 当初 の志 の高 さはそ の

ま まに、意欲 的で若 々 しく開 かれ た学会 と して盛ん に

活 動が行 われ てい る。 毎年3月 に開 かれ る大会 では 、

委 員会 が用意 す るシ ンポジ ウムや講 演会 だ けでな く、

会 員が 自主的 に企画 ・提 案 した 自主 シ ンポ ジ ウムや ラ

ウン ドテ ー ブル(テ ーマ別 懇談 会)が 数多 く行 われ、

活発 な議 論が繰 り広 げ られ てい る。 また、年 間 を通 じ

て 全国各 地で研 究会や 講演 会が 開催 され 、 元気の あ る

学会 と して定評 を得 てい る。

学 会活動 の 中心 と も言 うべ き機 関誌 は、 その学会 の

研 究 活動 の活発 さや水 準の指標 ともな りうる。 学術雑

誌 『発 達 心理学研 究』 は、創刊 当初 は年2回 の発 行 で

あ った ものが現在 で は年3回 のペー スで発 行 され、す

ぐれ た研 究成 果や 大胆 な試み の発表 の場 と して、また 、

活 発 な研 究 交流 の場 として機能 してい る。 そ して、 日

本 全国 に とどま らず 全世 界 に向け て発 達研 究 の重要性

をア ピール し、発信 し続 けて い る。 ここに来 て、あ る

程 度 の年 数 と研 究成 果 を積 み重 ね 円熟 の域 に達 しよ う

として い る学 会誌 を創刊 号か ら振 り返 り、 その足跡 を

しか と見 定 め るこ とは、 これか らの研 究発展 に必ず や

貢 献す る こ とであ ろ う。

本稿 を執筆す るに あた って、 上記の 学会誌 を選 んだ

理 由 と しては 、人が 生まれ てか ら死ぬ まで の人生全般

の発 達研 究 を扱 って い るこ とが第 一 に挙 げ られ る。 と

い うの も、母子 関係 は人が産 声 を上げ たそ の瞬間 か ら

始 ま り、親 が死 んで なお心 に残 る大切な 関係性 と して、

生涯 を通 して続 くものだ と筆者 は考 えるか らであ る。

母子 の関係 性 は、子 の成長や親 の成 熟 とともに変化 を

遂げ るが 、どの年齢 段階 で あれ また いつ の時代 であれ 、

人間 関係 の基本 として 人の生涯発 達 に とって重要 な意
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味 を持 つ こ とに変 わ りはあ るまい。 また、 も う一 っ の

理 由 と しては 、人の 生涯発 達全般 を扱 った研 究成 果 ・

知 見が網羅 的 に収 め られ てい るこの学 会誌 を レ ビュー

す る こ とに よ り、先行 研 究の到達 点や今 後 の課 題 が明

らかに なるだ ろ うとい う期 待が ある。 ここで把 握 した

母子 関係研 究 の近年 の動 向 と概観 を も とに 、 これ か ら

の 自身の研 究の 方向性 を定 めて ゆけた らと思 う。

母 子関係研 究 と一 口に言 って も、そ の内容や 方法 は

多岐 にわた り、 これ まで に も多 くの研 究者 が探 究 を試

み、膨 大な 量の知 見が積 まれ て きた。 また、 生涯 にわ

た って続 く母 子 関係 は、どの発 達段 階を対 象 とす るか、

ど うい った点 に焦点 を 当て るかに よってそ の内容 は大

き く異 なっ て くる。 どの研 究が母 子 関係 を扱 った もの

で あ り、 どの研 究が そ うで はないの かを明確 に 区別す

るの は難 しく、人 によっ て もそ の判 断 は異 なるだ ろ う。

こ こで は、母子 を対象 と した研 究、母 子間 の関係性 が

問 われて い る研 究、何 らかのかた ちで母 子の 関係 性 に

言及 してい る研 究 を取 り上 げ るこ とと した。 さらに、

焦点 を絞 るた め、論文 の詳 しい内容 に まで言及 す るの

は妊娠 ・出産 ・育児 とい うライ フイベ ン トに着 目 して

考究 した もの に限った 。本稿 で取 り上 げる研 究は 、あ

くま で も筆者 の 主観 的 な判断 で選択 され てい る こ とを

予 め ご了承 いた だきた い。

本稿 では まず 、本年度 の 日本 発達 心理学 会第19回

大会(2008年3月19～2董 日、大阪 国際会議 場)に お

け る学 会発表 か ら、近年 の母 子関係研 究 の動 向を概観

す る。 その うえで 、 これ まで の学 会誌 掲載論 文 のな か

か ら、筆者 の 関心 であ る成人期以 降 の女性 同士 の母子

関係 を扱 った研 究 に焦点 を あて、い くっか の論文 を取

り上 げて詳 細 に検討 し、今後 の課 題 を探 る。

2.学 会発 表の 概要(日 本発達心理学会第19回 大会)

母 子 関係 を扱 った個 人 ポス ター 発表 のなか で、筆 者

の 目に留 まっ た ものを ピ ックア ップ し紹 介す る。研 究

の概 要 を、発表 者名(発 表 番号)[対 象者/方 法]と と

もにTABLE1に 記す。

まず、乳幼 児 期の母 子 を対 象 と した研 究の特 徴 とし

て 、観 察研 究が 主流で あ った ことを記 してお きた い。

これ は、い まだ 言葉 を うま くしゃべ るこ との でき ない

乳 幼児 を対象 に してい るため、致 し方 ない側 面 もある。

何 をす るに も母親 の手助 けが必要 な乳幼児 を観 察の対

象 とす る場 合 には 、その そば にい る母親 も含め 、そ の

相互作 用 のなか で子 どもの行 動 が発 現 して い る可能 性

が ある。ここに あげた母 子 関係 に 関す る研 究以 外 に も、

乳幼児 の個 体能力 発達 を実験 的 に検 証 した発表 は多 く

見受 け られ たが 、そ の際 にも、そ の場 に居合 わせ てい

るで あろ う母 親 の存在 が子 に与 える影響 を無視 す る こ

とな く、考慮 にいれ るべ き こ とを強調 してお きたい。

次に 、思春 期か ら青年 期に かけて の母子 関係 の研究

では、方法 と して質 問紙 が用 い られ る ことが多 かっ た。

回 答の しやす さ、 量的デ ー タの集めや す さにそ の理 由

は求め られ るだ ろ う。そ の よ うな傾 向の なかで 、興味

深 いのは 、西 山(PA191)、 久保 田(PBI92)、 橋本(PC197)

な どに見 られ る よ うに、言語 的表現 だ けで な くイメー

ジ画や 絵 とい った視覚 的表 現に よる調査 方法 が この時

期 には多 く採 用 され てい る点で ある。質 問紙や 面接 法

な どと併用す るこ とに よ り、多角 的に母 子 関係 を捉 え

考 究 でき る可能性 を秘 めて いる。 また、人 の心 に直接

働 き かけ る視 覚的表 現 を用 いる こ とで、言 葉 の壁 を越

え文化 間の比 較検 証が で きるな ど、世 界へ と通 用す る

研 究 の発 展が 望 め るだ ろ う。

そ して、成 人期 を対象 と した研究 は、母 子関係 を子

(娘)の 視点 か ら捉 えた もの と親(母)の 視 点 か ら捉

えた もの に大別 され た。 これ は、成人 期の 女性 が、結

婚 ・出産 を経 て妻 ・母で あ りな が らなお娘 で もあ ると

い う、複数 の役 割 を担 ってい る ことに起因す る。 特に

子 どもを持 つ女 性 は、 自身 の母親 との 関係 と、子 ども

との関係 とい う二つ の母子 関係 を同時並 行的 に生 きて

お り、そ の語 りか ら得 られ る言葉 には含 蓄 の深い もの

が あ るだ ろ う。 この 時期 の調 査方 法 と して 、半構造 化

面接 が大 半を 占めて い るこ とも頷 け る。語 りたい 思い

や語 るべ き言葉 を豊 富に持 つ成 人 女性 に対 して、 その

内面 にまで深 く切 り込 め る最適 な方 法 と言 えるだ ろ う。

多 くの研 究 が、質 的 な分析 に よ り協 力者 の語 りの持つ

力 をその まま伝 えて いる点 も評 価 でき る。 今後 ます ま

す、この よ うな手 法の研 究の増 加 と隆盛 が予想 され る。

今回 の大会 発表 で は、高齢期 の母 子関係 を扱 っ た研

究は見受 け られ なか った。 全体 として乳幼 児期 か ら青

年 期 にかけ ての人 生前 半の個体 能力発 達 を扱 った研究

が多い とい う印象 を受 け る。人 は一人 で成 長す るので

はない。 人 間関係 の基本 と して個人 の生 き方 に深 く影

響 す る母 子関係 の 、生涯 全般に わた る研 究 を切望 す る。
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TABLE1日 本発達心理学会第19回 大会発表概要

乳幼 児期 の母子 対象

清水 光弘(PAO90)[8組 の母 子/子 ど もが16ヶ 月 と20

ヶ月 の とき の母 子相 互作 用場 面 を縦 断 的 に観 察]遊

び 場面 にお け る視線 行動 と身振 り行 動 を中心 に、母

子 間の共 同的 関 わ りの発 達 を時 系列 的に 分析。

水野 里恵 ほか(PAlll)[6ヶ 月健診 受診 児 の母親163

名/質 問紙]6-18ヶ 月齢 の乳児 の気 質的個 人差 と母

親 の分離 不安 との 関連 を2回 の縦 断 的質問 紙調査 に

よ り、尺 度 を使 って測定 、相関 を求 め る。

小池 はるか ほか(PAII6)[三 重県 内の1歳 半児観 察 に

参加 した 母親165名/郵 送 に よる質問紙調 査]1歳 半

児 を持つ母 親 の レジ リエ ンス、周 囲 のス トレッサー

が母親 の精 神 的健康 に与 える影響 につ いて検 討。

山 田汐莉 ほ か(PA136)[神 奈 川 県内 の幼 稚 園児 計48

名 とその母 親48名 、担任保 育者3名/個 別 面接 、

質 問紙調 査]対 人葛 藤場 面 にお け る幼児 の レジ リエ

ン スの違 いに よる母親 の認 知 と介入 行動 の 関連 。

金 丸智美(PA177)[親 子教 室 に通 う母 子80組/母 子遊

び場 面を ビデ オ録 画 、EASに よ り評 定]母 子関係 性 の

特 徴 をEmotionalAvailabilityか ら捉 え、母子EA

の組合せ を も とに母子EAの タイプ と特性 を検討 。

内池 千佳(PB145)[3組 の母 子/約1年 間 の間 に2ヶ

月 に一度 の ビデ オ観 察]母 子 の人 形遊 び の様 子 を縦

断 的 に観 察。 子 の人形操 作 の発 達 に母 の働 きかけや

個性 がい かに影 響 す るか 、そ の構造 と過程 を分析 。

思春期 ・青 年期 対象

三浦香 織(PA174)[大 学1年 生女 子/自 由記 述の 質問

紙 お よび 面接 調査 、 中高 生/質 問 紙調 査]い わ ゆ る

「友だ ち親子 」 にあ る子 どもた ちが その 関係 性 のな

か で依存 か ら 自立へ と成 長 して い く様 子 を捉 え る。

堀篤美(PA183)[小6・ 中2・ 高3の3時 点で 子 ど も用

質 問紙調 査56名 、保 護者 用調査39名]親 子 を対 象

に した追跡 調査 を継続 的 に行い 、子 どもの親 に対 す

るイ メー ジや親 子 関係 の 変化 を検 討。

水本深 喜 ほか(PA186)[25歳 以 下の 大学 生263名(女

子175名 、男子88名)、 その母親237名 、母 娘147

セ ッ ト/質 問紙]青 年 期 の娘 と母親 の密 着 的 関係 の

実態 と 自立へ の影 響 、精神 的適 応 との 関連 を分 析。

西山直 子ほ か(PA191)[女 子学 生245名(平 均年齢19.5

歳)/イ メー ジ画]孫 娘 の視 点 か ら捉 えた祖 母一 母

一 娘 三 代 の関係 性 を イメー ジ画 で表現 して も らい
、

複数 世代 にわた る女性 のライ フス トー リー を提 起。

久 保 田桂 子(PB192)[女 子 中学 生19名 、女子 大学 ・院

生20名/各 年齢 段 階にお け る母 娘関係 を2っ の 円

で描 くCircleDrawing法]青 年期 に対す る回想法的

先行研 究 の結果 を異 な る年齢 段階 で追試 。

橋 本秀美 ほか(PC197)[大 学生 ・院生 ・専 門学 生の243

名(男 性15名 、女 性228名)/質 問紙 と母 子画]母

子 関係 と共感 性 につ いて、愛 着 スタイル お よび家族

機 能 と共感性 の発 達 との関連 を検討 。

宮本 敦子(PC198)[中1～ 高2の 娘 を持つ 父母/半 構

造 化 面接]協 力者 の 子 ど もを娘 と限 定 し、 娘の思 春

期 を体 験す る際 に 父母 が 感 じ る戸惑 い や 自身 の 変

化 、配偶 者 との関係 の変 化な どを語 りか ら抽出。

成人 女性 対象(娘 と しての視 点 か ら)

坂上 ちお り(PA159)[30代 の独身 女性3名/半 構造化

面接]現 在 の親 との 関係 を どの よ うに認 知 し、関係

の 変化 や 役 割 逆 転 が いか な る 力動 に よっ て生 じて

い るのか を語 りか らGTAを 用 いて質的 に分析 。

中川奈緒 子(PAI95)[初 産の妊 婦3名/妊 娠6ヶ 月 、

妊娠9ヶ 月、 出産後 の3時 点 で半構造 化面接]過 去

か ら現 在 まで の 自分 の母 親 との関 わ り と理 想 の母

親 イ メー ジ との関連 をGTAを 用 いて質的 に分析 。

松 岡陽子(PB191)[30～48歳(平 均36.1歳)の 男性3

名 、女 性5名 の計8名/半 構 造化 面接]中 期親 子関

係 につ い て、両親 との別居 に注 目し、特 に30歳 代

前半 の女性3名 につい て語 りを図解 化 、整理。

成 人女性 対象(母 親 と しての視 点か ら)

三林 真 弓(PA170)[29歳 女性/半 構 造化 面接調査]筆

者 が主 催 の子 育 て 支援 活 動 に 以 前参 加 して いた 女

性 が、 自分 が母親 とな った ときにそ の活動 が実 際の

育 児に どの よ うに影 響 してい るか につい て報告。

江上 園子(PA199)[子 育 て期 にあ る母親28名(平 均年

齢32.6歳)/半 構造 化面接]母 性 愛信 奉傾 向の個 々

の タイ プ と 日常 場 面 での 心 理 や養 育 態 度 との関連

を面接 に よ り聴 取 し、 エ ピ ソー ド記 述 に よ り分析。

北村琴 美(PC181)[30歳 前 後の成 人 の娘363名 とそ の

母親244名/質 問紙 調査]娘 のライ フイベ ン トを機

と した移 行期 に着 目し、母親 側 の視点 か ら娘 との関

係性 と母 親 自身の心 理的適応 との関連 を検 討。
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3.ラ イ フイベ ン トに着 目 した母子 関係 研究

(1)母 親 と しての成長

妊娠 ・出産 とい った女性 な らで はの ライ フイベ ン ト

は、 それま で娘(子)で あ った女性 が母(親)に な る

とい うこ とで、 自己の役割 意識 に変化 をもた らす もの

であ る。 ここで は、そ うい った女性特 有 の体験 に焦点

を当て 、そ こか ら母子 関係 を考 察 した研 究 を紹介 す る。

まず 、我 が子 をお なか に宿 した妊娠 期 の女 性 が主観

的 に と らえ る母 子 関係 の 変化 を検 討 した岡本 ら(2003)

の研 究 があ る。 これ は、 まだ実際 に見 た り触 れた りす

る ことので きない我 が子 の存在 を妊婦 が直接 的 に感 じ

る ことが で きる胎動 に着 目し、これ を胎 児 とのや り取

りととらえて、 子が生 まれ る前か らす でに始 ま る主観

的 な母子関係 を考察 した もので ある。初 産妊婦33名

(出産時点 で平均30.06歳 、25～39歳)に 胎 動 日記

の記載 を依頼 し、1日1回 程 度を 目安 に記 録す るこ と

を教 示 した もの の、 どの胎動 を記録 す るかは協 力者 に

委 ね る こと とした。 これ に よ り、妊 婦の胎 動へ の主観

的な 思い を積 極的 な もの と して と らえ る ことが 可能 に

な った。胎動 は 、妊婦 の意図 とは 関わ りな く生 じる も

ので 、胎児 の 自発 的 ・主体的 な行動 と してその 存在 を

母 親 に知 ら しめ る もの であ る。 よって、 ま さに母子一

体 の時 分か ら、妊婦 が胎 動 を通 して 胎児 を 自分 とは別

個 の もの と して受 け とめ、新 たな る母 子 関係 を築 き始

めて い るこ とがわ か る。 こ うして、 娘は母 にな って ゆ

く。 この研 究 で は、胎 児 との 主観 的 な母子 関係 が始 ま

る過程 を記 述 す る ことに よ り、妊 婦 が母親 とな りゆ く

プ ロセ スの一 端 を描 くこ とに成功 した とい え るだ ろ う。

子 が生 まれ る前か らす でに始 まる母 子関係 、興 味深 い

テ ーマ であ る。

さて、女 性 は妊娠 あ るい は出産す れば 自動 的 に母親

にな るので はな く、子育 て を通 して 自らを母 親 と思 え

る よ うにな る とい う(大 日向,1988)。1990年 代 に入

り、生涯発達 心理 学的観 点 か ら、子 育て を 「親 にな る」

経 験 として捉 え るよ うにな り、その積極 的意 義 を問い 、

子 育 てを通 した成人期 発 達の 多様 な あ り方 を見 出す た

めの取 り組 み が進 め られ て きた(例 えば 、柏木 ・若 松,

1994;小 野 寺,2003,2005;森 下,2006な ど)。

柏木 ・若 松(1994)は 、 「親 とな る」 こ とに よって

親 に どのよ うな人格的 ・社 会的 な行動や 態度 に変化 が

生 じた か、す なわ ち親 自身の発達 ・成長 を、就学 前幼

児(3～5歳 児)を 持つ 父親及 び母親346対 を対象 とし

て比較検 討 を行 った。 そ して、親 にな る こ とに よって

柔 軟性 ・視野 の広 が り ・生 き甲斐 ・自己抑 制 ・自己の

強 さな ど多岐 に わた る面で変化 がみ られ る よ うに な り、

そ の変化 は父親 よ りも母 親 のほ うが 大 きい こ とを指摘

してい る。 この研 究で は、い ますで に親 であ る男女 が

親 にな る前の 自分 を回想 し、 自己認知 に基 づい て変化

量 の評定 をす る とい う手 法 を とって い る。 その た め、

調査 者 自身 も方法論 的限 界 と して挙 げてい るよ うに 、

親 にな る ことに よる人格 的変化 を客観 的な 変化 量 と し

て捉 えられ て いな い とい う課題 が残 った。

この課題 を解 決す べ く、小 野寺(2003)は 、妊 娠7-8

ヶ月 か ら親 に なって3年 の間に 、親 自身 の 自己概念 が

どの よ うに変化 す るかに焦 点 を当てて検討 した。厳 密

に考 えれ ば妊娠 中の女 性が 「親」 であ るか否 か につい

ては議 論 の余地 が残 る ものの、同 一対象 につ いて親 に

な る前 と親 にな って後 の時点 とで 測定 を反 復 し、継続

的な調 査 を実施す るこ とに成 功 した点 は評 価 で きる。

結果 として 、親 にな る と自己概 念 は変化す る と報告 し

た先 の柏 木 ・若松(1994)と 異 な り、 この研 究で は、

親 に なった後 も 自己概念 は比較 的安 定 してい た。 得 ら

れ た結果 の違 い を、小 野寺 は方 法論 的相違 と自己概念

の捉 え方 の違 い として 考察 してい る。 小野 寺(2003)

の研 究 では 、 自己概 念 を 「活動性 」 「怒 り ・イ ライ ラ」

「情緒不 安 定」 「養 護性 」 「神経 質」 「未 成 熟」の6尺 度

を用い て測定 して いた。 気質的 な側面 を示 す 自己概念

が比較的 安 定 していた とはい って も、 自己概 念 への評

価値 が調 査期 間 を通 じて一定 であ ったわ けで はない。

統 計的 に有意 差 は出て いな く とも各個 人の 自己概 念 に

は微 妙 なズ レが あ らわれ てお り、全体 と して は 自己概

念 にズ レが生 じて いた とい える。 自己概 念 全体 と して

捉 え るこ とに した のは 、個々 の 自己概 念の 要素 はバ ラ

バ ラに機 能す るの では な く、相 互 に影 響 しあ って機能

してい る と考 えた か らであ る。 その結 果、 女性 の場合

は妊 娠 中の身 体的 ・心理 的変化 に よる戸惑 い が 自己概

念全 体の ズ レに関連 してい るこ とが明 らか に なった。

これ ら二つ の研 究 はそれ ぞれ別 の尺 度 を使 用 し、そ

の尺 度の 基 とな る概 念的 定義の違 いや 方法論 的相 違 に

よ り異な る結論 が示 され た。 また、後者 の研 究 では尺

度 間の相 関 を考慮 し、 その人の全 体 として の主観 的認

知 を考 える こ とに よ り、有 意義 な結論 を導 くこ とがで

II



きた。 この こ とか ら、尺 度 に よる測 定値や 統計 的有意

性 は さる こ とな が ら、 それ のみな らず 、 もっ とそ の人

の全体像 を とらえ、内面 に まで深 く踏 み込 ん だ質的研

究の知見 が ほ しい ところで ある。 そ こで 、ナ ラテ ィ ヴ

ァプ ロー チ の 枠組 み を用 い て、 女性 が 日々の 生活 や

個 々の人 生の展 望 を語 るなか で行 われ る子 育て の意味

づ けを探 究 した、徳 田(2004)の 研 究 を取 り上げ よ う。

徳 田(2004)は 、子 育 て期の女 性が 育児経 験 を 自ら

の人 生や生 き方 との 関連 で どの よ うに捉 え、意味 づけ

て い るか を、語 り(narrative)を 通 して明 らかにす る

ことを 目的 に調 査 を行 った。 具体 的に は、第1子 が3

歳未満 で、家 庭 で子育 て 中心の生活 を送 っ てい る女性

11名 を対 象 に詳細 な面接調 査 を行い 、ナ ラテ ィヴアプ

ロー チ の 立場 か ら、質 的 コー ド化 の手 法(Coffey&

Atkinson,1996)を 用 いて分 析 した。質的 コー ド化 の手

法 とは 、デー タ に即 した分析 カテ ゴ リー を生成 す る質

的分析法 の一 つで あ り、予 め設 定 され た枠組 み では な

く、デー タそ の ものか らカテ ゴ リー を生成 し、分 析 に

用 い るもので あ る とい う。 これ に よ り、協 力者 に よっ

て語 られ た言葉 の一 つひ とっ、そ こに込 め られ た様 々

な思 いを丁 寧 に掬い 取 るこ とが可 能 にな った。結 果 と

して、 「子育 て の意味 づ け」の類型化 とそれ に対応す る

5つ の意味 づ けパ ター ンが 明 らか され てい る。それ ら

は各 々 「自明 で 肯定的 な もの と して の子 育て」 「成長 課

題 と しての子 育 て」 「小 休止 と して の現在 」 「個 人的 成

長 と しての現 在」 「模索 され る子育 ての意 味づ け」とし

て特徴 づけ られ た。最後 に 、これ らのパ ター ンを 「受

け入 れ 方略 としての意 味づ け」の枠組 み か ら整理 し、

子育て期 女性 の意 味づ けのモ デル として提 示 してい る。

(2)母 で あ り娘 であ る存 在 と して

こ こまで見 て きた研 究 は、妊娠 ・出産 とい った経験

を通 して 、生 まれ 来 る次世 代 との母子 関係 を扱 った も

のであ った。 しか し、そ うい った女性 に特有 の 出来事

とい うの は、 同時 に、母 か らつ なが る女性 の系譜 をそ

れ まで以上 に意 識す る契機 ともな る。親 へ の移行期 の

娘 は 自らの育児 を経験 しつ つ、被養 育 体験 の振 り返 り

を行 うと考 え られ てお り(Levinson,1996)、 自身 の母

親 との関係性 は 、 この時期 の女性 に とって殊 に重要 な

意味 を もつ もの で ある とい え る。 そ こで、成 人期 の娘

の結婚 ・出 産 とい うライ フイ ベ ン トに着 目 し、心理 的

適 応 と母娘 関係 の関連 を探索 的 に検 討 した北村 ・無藤

(200DO)研 究 を次 に紹 介す る。

北村 ・無藤(2001)は 、母娘 関係 が成人 の娘 の適 応

状 態 を規 定す る度合 い を検証す る とともに、結 婚や 出

産 とい った ライ フイベ ン トに よっ て母 娘 関係 が どの よ

うな発達 的移 行 を経 るのかを調 べ るため に、成人 女性

415名(27～34歳 、平 均年齢29.8歳)を 対 象 とした横

断 的デー タ に基づ き、独身 女性 ・既婚 で子 どもがいな

い女性 ・既婚 で子 どもが いる女性 間 での比 較検討 を行

っ た。そ の結 果 、 〈母親 との親 密性 〉は、独 身女性 の適

応 状態 との間 に強い相 関 が見 出 され、既 婚 で無職の 女

性 との間 に も有意 な 関連が認 め られた。一 方 、 〈母親 へ

の過剰 な依 存 ・接 触〉 は、職 業 の有無 に関 わ らず、既

婚 で子 どもがい ない女性 の心理 的適 応 と負 の関連 を示

して いた。 また 、 ライ フイベ ン トに よる成 人期 の母娘

関係 の発 達 的移行 に関 しては 、既婚 で無職 の女性 は 、

独 身あ るい は有職 の女性 と比較 して、母親 との親 密性

が 高 く、母親 に対 してサ ポー トを求 め る気 持 ちの強い

こ とが明 らか にな った。

この研 究で は、横 断的デ ー タに基づ き、既 婚 ・未 婚

の別 、子 の有無 、職 業の有 無に よ り異 な る女性間 で比

較検 討 を行 ったわ けだが 、ライ フイベ ン トに よる関係

性 の変容 を本 当の意 味で確認 す るた めには 、同一対 象

に よる継 時的変 化 を捉 えた縦 断的 な研 究が必 要 となっ

て くる。そ の際 には、数 量的 なデー タの多 寡 ではな く、

変 容 プ ロセ ス を丹念 に追い 、個 々の内実 に いかに迫れ

るか が問われ る質 的研 究が適 して い るだろ う。 この難

関に挑 んだ のが 、次 の中川(PA195)の 研 究で あ る。

中川(PA195)は 、初産 の妊婦 を対 象に 、自分 がな り

た い と思 う 「理想 の母親 イ メー ジ」 を問 うと同時に 、

過 去 にお ける被 養育 体験 ・母親 との 関係 性 を詳細 に調

べ 、幼少 期か ら現在 まで の母親 との 関わ りと理想 の母

親 イ メー ジ との関連 を明 らかにす るこ とを 目指 した。

具体 的 には、初 産 の妊婦3名 に 対 して、妊娠6ヶ 月/

妊娠9ヶ 月/出 産後 のそれ ぞれ の時点 で、 上記の 内容

に 関す る半構造 的な イ ンタ ビューを行 い、 グ ラウンデ

ッ ドセオ リー に基づ いた質 的方法 で得 られ た語 りを分

析 した。 そ の結 果 、 〈1な りた い と思 う理想 の母 親〉、

〈IIなれ ないか も しれ ない理想 の母親〉、 〈皿な って し

ま うだ ろ う必然 的な母 親〉 の3っ の母親 イ メージ を見

出 した。 これ ら3つ の母親イ メー ジに は、出 産経 験 が
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大 き く影響 してお り、出産 を経 て実際 に子 ども と触 れ

合 うこ とで母 親 とい う立場 を 自ら経 験 し、理想 の母親

イ メージが具 現化 され 、 自分 の母親 に対す る認識 に も

変 化 が生 じてい た。 目の前 の子 どもに対す る母 親 と し

ての感 情が 、 当時子 どもで あった 自分 に対 す る母 親 の

感 情 と重な り、 実感 を持 って当時の母 親 の思い を追体

験 す るこ とにつなが った のだ と中川 は考察 して い る。

出 産 ・育児 を機 と して、 これか らの母親 と して の 自分

を展 望す る と同時 に、 これ まで の母親 との 関わ りを見

っ め直 し、新 たな関係 性 を築い てゆ こ うとす る娘 の気

持 ち をよ く捉 えた貴 重な研 究 といえ るだ ろ う。

4.む すび

本稿 で は、妊娠 ・出 産 ・育児 といっ た成 人期 女性 に

とって と りわ け重 要な 意味 を持 つ ライ フイ ベ ン トに着

目 して、近年 の母 子関係 研究 を概 観 した。 そ こで は、

これ か ら新 たに始 ま る次 世代 との母子 関係 と、これ ま

で 自身 の母 との間 に築 いて きた母 子 関係 の 二つ が重 な

り合 うなかで 、母 としてあ るい は娘 として の 自分 をも

う一度見 つ め直 し、 自己や 周囲 との 関係 性 を再構 築 し

よ うとす る女性 の姿 が描 かれて いた。 これ らの母 子関

係 研 究 を概観 す るな かで 見出 され た近年 の動 向 と課 題

を最 後に述 べ て、本稿 の結 び と したい。

まず、従 来 の母子 関係 研 究(特 に乳幼 児期)に お い

て大 半 を占めて いた観 察法 ・質問紙 法 によ り横 断 的な

デー タを一 度 に採 取す る量 的研究 に加 えて、 面接法 な

どを用 いて 同一対 象者 を縦断 的に追 う質的研 究 が増 え

てい る ことが窺 えた。 どち らの研 究方 法 も一長 一短 が

あ り、研 究 目的 に応 じて どち らを採用 す るか選 ぶ必要

は あるが、 ひ とつ の研 究で量 的 ・質 的両方 の要件 を満

たす のは難 しい。 一回 の研究や 一人 の研究者 では達成

で き な くとも、 同 じ問題 意識 を持 つ研 究者 同士 の交流

や議 論 に よ り、多 くの知 見が共有 され 、発達 心理 学全

体 と して この 分野 の研 究 が進展す るこ とが望 まれ る。

次 に、 ここに紹介 した研 究 では、母 子関係 を表題 と

して掲 げなが らも、そ の 内容 を詳細 に検討 してみ る と、

女性 の 「個 」 として の発達 ・変化 あ るいは人格 的成 長

を扱 った もの が少な くな かった。母 は子 の存在 な くし

て は母た りえず 、母 と子 は相 互に影 響 を及ぼ し合 いな

が ら共 に成長 して ゆく ものであ る。 そ こには 、母 ・子

そ れ ぞれの 「個 」 と しての成 長だ けでな く、母 子一組

の 「関係 性 」 と して の発 達 もあ るはずで あ る。 近年 、

発 達 心理 学 の 全般 的 な傾 向 と して、 個人 を取 り巻 く

様 々な 「関係性 」 が個人 の能 力発 達 に果 たす役割 とそ

の重要性 が認 め られ 、個 人の能 力 と関係 性 との相 互補

完 的で循 環的 な発達 モデ ルが摸 索 され る よ うに なって

きてい る(石 谷,2007)。 そ の よ うな流れ の 中で 、今 後 、

母子 関係研 究 を標 榜す るのであれ ば、それぞ れの 「個」

と しての母 子双方 の発 達 に 目を配 る こ とは もち ろん、

母子 を一つ の システ ム と して捉 え、その 「関係 性」 と

して の発達 を見 る視 点が重要 に なって く るで あ ろ う。
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